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平
成　

年
度
一
般
会
計
補
正
予

15

算
は
、
９
月
４
日
の
本
会
議
で
付

託
さ
れ
、　

日
の
予
算
特
別
委
員

18

会
で
、
審
査
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
予
算
の
内
容
は
、
歳
入
で

は
臨
時
財
政
対
策
債
、
歳
出
で
は

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ

ス
テ
ム
に
係
る
調
査
委
託
料
及
び

緊
急
地
域
雇
用
創
出
特
別
補
助
金

に
つ
い
て
で
し
た
。

　

中
で
も
、
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
に
係
る
調
査

委
託
料
に
つ
い
て
質
疑
が
集
中
し

ま
し
た
。
市
長
、
担
当
部
課
長
か

ら
は
、
市
民
に
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
制
度
へ
の
不

安
や
疑
問
・
要
望
な
ど
市
民
の
意

向
を
総
合
的
に
調
査
し
、
シ
ス
テ

ム
の
安
定
稼
働
に
資
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
調
査
を
行
う
と
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。
な
お
調
査
の

日
程
に
つ
い
て
は
、
本
年　

月
に

10

委
託
業
者
の
選
定
を
開
始
し
、
来

年
３
月
に
調
査
結
果
を
公
表
し
検

討
す
る
旨
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
員
か
ら
は
、市
は
調
査
の
基
本

と
な
る
考
え
方
を
は
っ
き
り
示
す

こ
と
、市
民
の
要
望
が
結
果
に
反
映

で
き
る
よ
う
な
内
容
に
す
る
こ
と
、

選
択
制
や
切
断
の
項
目
を
入
れ
る

こ
と
、な
ど
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
緊
急
地
域
雇
用
創
出
特

別
補
助
金
は
、
路
上
喫
煙
者
に
対

す
る
指
導
委
託
料
及
び
住
居
表
示

管
理
シ
ス
テ
ム
開
発
委
託
料
に
充

て
ら
れ
る
も
の
と
し
て
提
案
が
あ

り
ま
し
た
。

　
　

日
の
本
会
議
で
は
、
討
論
終

29
了
後
起
立
採
決
の
結
果
、
可
否
同

数
に
よ
り
議
長
裁
決
で
原
案
の
と

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

 　
　
 
井
上
忠
男
（
日
本
共
産
党
）

　

稲
葉
市
長
は
５
月
に
、
武
蔵
小

金
井
駅
南
口
再
開
発
事
業
の
検
証

と
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
の
市
民
意
向
調
査
を
実

施
す
る
と
、
答
弁
し
た
。
し
か
し
、

再
開
発
事
業
は
心
配
さ
れ
て
い
る

地
下
水
へ
の
影
響
は
全
く
検
証
し

て
い
な
い
。
ま
た
、
住
基
ネ
ッ
ト

の
意
向
調
査
は
、
市
民
が
接
続
を

希
望
す
る
か
、
選
択
制
を
求
め
て

い
る
か
、
個
人
情
報
に
不
安
を
感

じ
て
い
る
か
、
な
ど
が
含
ま
れ
て

い
な
い
。
市
長
の
重
要
な
答
弁
が

実
行
さ
れ
て
い
な
い
現
状
で
は
補

正
予
算
に
賛
成
で
き
な
い
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

 　
 
伊
藤
隆
文
（
自
民
党
小
金
井
）

　

本
補
正
予
算
は
①
緊
急
雇
用
創

出
特
別
補
助
金
を
厳
し
い
雇
用
情

勢
に
２
事
業
で
対
応
。
②
東
町
の

車
い
す
で
も
農
業
体
験
で
き
る
市

民
農
園
に
「
誰
で
も
ト
イ
レ
」
を

設
置
。
③
路
上
禁
煙
区
域
指
定
の

周
知
徹
底
を
広
告
し
、
路
上
禁
煙

指
導
。
④
寝
た
き
り
高
齢
者
に
新

た
に
紙
お
む
つ
を
支
給
。
⑤
前
年

度
繰
越
金
か
ら
１
億
５
千
万
円
を

財
政
調
整
基
金
に
積
み
立
て
る
。

⑥
普
通
地
方
交
付
税
が
不
交
付
に

な
り
、
４
億
８
千
万
円
分
の
事
業

執
行
の
た
め
臨
時
対
策
債
の
増
額

は
止
む
を
得
な
い
。
よ
っ
て
賛
成
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

 　
　
 
野
見
山
修
吉
（
市
民
の
党
）

　

小
金
井
市
が
来
年
度
以
降
も
引

き
続
き
地
方
交
付
税
の
不
交
付
団

体
に
な
れ
ば
、
臨
時
財
政
対
策
債

を
自
己
財
源
で
返
済
せ
ざ
る
を
え

な
く
な
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の

中
で
市
は
歳
出
抑
制
を
検
討
す
べ

き
で
あ
り
、
将
来
的
見
通
し
の

た
っ
て
い
な
い
南
口
再
開
発
事
業

の
負
担
金
や
委
託
料
を
ま
ず
カ
ッ

ト
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
を
し
な

い
ま
ま
今
回
約
５
億
円
の
借
金
を

す
べ
き
で
な
い
。ま
た
、住
基
ネ
ッ

ト
を
切
断
す
べ
き
か
ど
う
か
を
問

う
設
問
が
な
い
意
向
調
査
は
税
金

の
無
駄
に
な
る
の
で
反
対
す
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

 　
　
　
 
漢
人
明
子
（
市
民
自
治
）

①
臨
時
財
政
対
策
債
５
億　

万
円

370

の
借
金
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
経

済
状
況
や
三
位
一
体
改
革
等
の
動

向
を
深
刻
に
受
け
止
め
、
借
金
の

抑
制
が
必
要
だ
。
普
通
地
方
交
付

税
と
し
て
当
初
予
算
化
し
た
が
、

今
回
不
交
付
の
た
め
歳
入
欠
陥
と

な
る
４
億
８
千
万
円
を
上
限
に
最

低
必
要
額
に
絞
る
べ
き
だ
。

②
住
基
ネ
ッ
ト
市
民
意
向
調
査
は

５
月
臨
時
議
会
で
予
算
可
決
の
た

め
に
市
長
が
土
壇
場
で
実
施
す
る

と
答
弁
し
た
も
の
だ
が
、
い
ま
だ

に
目
的
が
あ
い
ま
い
で
貴
重
な
税

金
を
使
う
べ
き
も
の
で
は
な
い
。

�
�
�
�
�
�
�
�

賛
成
討
論
（
要
旨
）

 　
　
　
　
 
和
田
茂
雄
（
公
明
党
）

　

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
発
行

手
数
料
が
無
料
に
な
る
の
は
、
受

益
者
負
担
の
原
則
か
ら
い
っ
て
お

か
し
い
。

　

無
料
に
す
る
根
拠
と
し
て
、
住

基
ネ
ッ
ト
自
体
へ
の
不
信
感
を
あ

げ
て
い
る
が
、
急
速
に
進
む
高
齢

社
会
へ
対
応
す
る
た
め
に
電
子
自

治
体
を
う
ま
く
活
用
す
る
と
い
う

大
局
的
な
見
方
が
必
要
だ
。

　

一
方
、
小
金
井
市
で
は
、
住
基

ネ
ッ
ト
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
基
準

な
ど
を
制
定
し
て
対
策
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
今
回
の
カ
ー
ド
手
数

料
条
例
に
賛
成
す
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

 　
　
 
若
竹
綾
子
（
湧
湧
環
境
ク
）

①
個
人
情
報
が
漏
え
い
し
た
場
合
、

Ｄ
Ｖ
や
ス
ト
ー
カ
ー
被
害
者
、
多

重
債
務
者
等
で
人
命
に
関
わ
る
事

件
発
生
の
恐
れ
す
ら
あ
り
、
市
は

そ
の
責
任
を
負
い
切
れ
な
い
。

②
シ
ス
テ
ム
へ
の
ハ
ッ
キ
ン
グ
は

不
可
能
と
言
え
ず
、
一
方
、
日
本

に
は
高
度
な
ネ
ッ
ト
犯
罪
へ
対
応

し
き
れ
る
組
織
・
技
術
が
な
い
。

③
申
請　

件
中
、　

・
２
％
が　

316

71

50

代
以
上
。
う
ち
約　

％
は
顔
写
真

95

入
り
で
、
身
分
証
明
用
と
推
測
さ

れ
る
。
広
域
サ
ー
ビ
ス
等
が
必
要

な
人
の
選
択
的
参
加
と
し
、
身
分

証
を
別
途
検
討
課
題
と
す
べ
き
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

 　
 
露
口
哲
治
（
自
民
党
小
金
井
）

　
　

％
住
民
基
本
台
帳
シ
ス
テ
ム

100
の
安
全
性
を
信
じ
て
い
る
訳
で
は

な
い
。
し
か
し
、
ほ
と
ん
ど
の
自

治
体
で
は
住
基
カ
ー
ド
の
交
付
手

数
料
を
一
定
額
、　

円
に
設
定
し

500

て
き
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
で
小

金
井
市
だ
け
手
数
料
条
例
を
否
決

し
、
こ
れ
を
徴
収
で
き
な
い
と
い

う
こ
と
は
他
自
治
体
と
の
均
衡
が

図
れ
な
い
。
住
基
カ
ー
ド
は
希
望

者
に
対
し
て
交
付
す
る
の
で
あ
り
、

受
益
者
負
担
の
大
原
則
に
反
し
、

大
切
な
血
税
、
い
わ
ゆ
る
市
税
で

手
数
料
を
負
担
し
て
い
る
こ
と
と

な
る
。

　

地
域
の
子
育
て
家
庭
を
支
援
し
、

子
ど
も
と
そ
の
家
族
が
安
心
し
て

健
康
に
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
る

地
域
づ
く
り
を
目
指
す
た
め
、
そ

の
拠
点
と
な
る
施
設
と
し
て
、
小

金
井
市
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン

タ
ー
を
設
置
す
る
条
例
で
す
。

　

本
条
例
は
、
平
成　

年
１
月
１

16

日
か
ら
施
行
し
、
場
所
は
、
貫
井

北
町
五
丁
目
の
保
健
セ
ン
タ
ー
と

の
併
設
で
す
。
子
ど
も
と
家
庭
の

支
援
に
係
る
総
合
的
な
相
談
に
関

す
る
こ
と
や
、
親
と
子
が
安
心
し

て
過
ご
せ
る
場
の
提
供
及
び
交
流

に
関
す
る
こ
と
等
を
主
な
事
業
と

し
ま
す
。

　

休
館
日
は
、
当
初
、
土
曜
日
、

日
曜
日
及
び
国
民
の
祝
日
等
で
提

案
さ
れ
ま
し
た
が
、
本
会
議
や
厚

生
文
教
委
員
会
で
の
質
疑
を
通
し

て
、
市
長
か
ら
、
日
曜
日
、
月
曜

日
及
び
国
民
の
祝
日
等
に
訂
正
す

る
案
が
再
度
提
案
さ
れ
、
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
利
用
時
間
は
休
館
日
を

除
く
、
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

ま
で
と
な
り
、
市
内
に
居
住
す
る

満　

歳
未
満
の
児
童
と
保
護
者
が

18
利
用
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
セ
ン
タ
ー
の
管
理

運
営
は
、
市
が
社
会
福
祉
法
人
に

委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と

な
り
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ

り
、
社
会
福
祉
法
人
に
委
託
す
る

こ
と
が
内
定
し
て
い
ま
す
。

　

９
月
５
日
の
本
会
議
に
お
い

て
、
前
企
画
財
政
部
長
大
久
保

伸
親
氏
を
助
役
選
任
す
る
こ
と

に
、
同
意
し
ま
し
た
。
ま
た
、

９
月　

日
の
本
会
議
に
お
い
て
、

29

小
金
井
市
立
第
三
小
学
校
校
長

を
歴
任
さ
れ
た
谷
垣
十
四
雄
氏

を
教
育
委
員
会
委
員
と
し
て
任

命
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
の
第
２
次
稼
働
に
伴
い

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド（
以
下「
住

基
カ
ー
ド
」
と
い
う
。）
の
交
付
手

数
料
を
制
定
す
る
必
要
が
生
じ
た

こ
と
、
及
び
東
京
都
屋
外
広
告
物

許
可
申
請
手
数
料
が
改
定
さ
れ
屋

外
広
告
物
設
置
許
可
手
数
料
の
適

正
化
を
図
る
必
要
が
生
じ
た
た
め
、

市
長
か
ら
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

住
基
カ
ー
ド
の
交
付
手
数
料
を
、

交
付
一
枚
に
つ
き
、　

円
と
す
る

500

提
案
で
し
た
。

　

交
付
手
数
料
の
積
算
の
根
拠
は
、

住
基
カ
ー
ド
は
市
町
村
が
貸
与
す

る
も
の
で
あ
り
、
電
子
政
府
、
電

子
自
治
体
の
基
盤
と
し
て
市
町
村

の
行
政
の
効
率
化
に
資
す
る
も
の

で
あ
る
た
め
、
交
付
に
要
す
る
費

用
が
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
購
入
原
価
を

除
く
お
お
む
ね
１
件
当
た
り　

円
500

程
度
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と

等
の
総
務
省
か
ら
の
通
知
と
各
市

の
状
況
等
を
勘
案
し
た
結
果
に
基

づ
く
と
い
う
も
の
で
す
。

　

次
に
、
多
摩　

市
中
既
に
手
数

26

料
が
徴
収
さ
れ
て
い
る
市
が　

市
、

22

未
定
に
つ
い
て
は
２
市
で
あ
る
等

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
８
月　

日
か
ら
無
料

25

で
交
付
し
て
い
る
が
、
受
益
者
負

担
の
原
則
、
住
民
票
の
交
付
手
数

料
と
の
均
衡
、
他
の
市
町
村
と
の

均
衡
等
を
考
え
る
と
早
期
の
制
定

が
望
ま
し
い
と
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。
６
月
の
議
会
で
は
同
様
の

改
正
案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
が
、

個
人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら
質
疑

が
な
さ
れ
、
否
決
し
て
い
ま
す
。

　

今
定
例
会
で
は
、委
員
会
で
議

員
か
ら
類
似
市
等
の
交
付
件
数
な

ど
の
資
料
要
求
が
あ
り
、他
市
の
状

況
等
を
踏
ま
え
た
審
査
を
し
ま
し

た
。本
案
は
、総
務
企
画
委
員
会
及

び
本
会
議
で
再
び
否
決
し
ま
し
た
。

子ども家庭支援センターが設置される保健センター
（貫井北町五丁目）

平
成　

年
度
一
般
会
計

15

補
正
予
算
（
第
２
回
）

小
金
井
市
子
ど
も
家
庭

支
援
セ
ン
タ
ー
条
例

手
数
料
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
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助
役
の
選
任
に
つ
い
て
及
び

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

教育委員会委員
谷垣十四雄氏

助　役
大久保伸親氏
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